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人口 ４５，０００人 → １２０，０００人 → １００，０００人 
 ２０１２年１１月    ２０１３年１１月   ２０１４年５月現在 

約３Ｋｍ 

出典：UNITARホームページ 



ザータリ難民キャンプの現状  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特定地域での人口過多 

 

住民の一部のマフィア化によ
る脆弱な立場にいる難民の保
護リスク 

 

キャンプ人口の5割強が 

  17歳以下の子ども 
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短期間で大勢の難民が流入した事で起こる様々な問題 

 



コミュニティ強化 

JENの難民の『保護』に対するアプローチ 
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波及効果 

難民 難民 

難民 

心理社会的支援 

現金収入活動のサポート、 

エンパワーメントなど 

直接的効果 



JENのコミュニティ強化プロジェクト 

 

1.水・衛生（WASH)関連支援
活動 

• 水衛生委員会のキャパシテ
ィ強化プロジェクト 

• 子どもたちを対象とした衛
生促進活動 

 

2.ザータリ月刊雑誌の作成・
配布による情報共有支援活
動 
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水衛生（WASH）活動地域 
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JEN、Oxfam、ACTEDの３団体が、UNHCRやUNICEFとともに 

Districtを分担し水衛生に関する統括を行う 

出典： 
UNHCRホームページ 



コミュニティ強化① 水衛生活動：「水衛生委員会の設立」 

住民主導の水衛生委員会の設立 

10 



11 

子どもたち向けの衛生促進デー 

コミュニティ強化① 水衛生活動：「子ども向け衛生促進活動」 



コミュニティ強化② ザータリ月刊雑誌による情報共有 
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支援団体 難民 

住民同士の情報共有 

支援団体からの情報共有 
（衛生、教育、保健、ユースなどの 

メッセージング） 

難民からのフィードバック 
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ザータリキャンプ内の月刊誌「タリーク・ザータリマガジン」 
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今後の課題 

 水衛生委員会のキャパシティ強化 

 → 水衛生関連設備の点検・修理だけではなく、衛生促進活動などを  

          通じて、よりコミュニティを巻き込む 

 

 雑誌を通したメッセージングの強化 

 → 難民とのコミュニケーションを通し、よりキャンプのニーズに合った 

    メッセージングの作成 
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自立の支援 


